
どうぞ率直なご意見やお考えをお聞かせください。

市民協働意識調査

【調査のご協力のお願い】

　日頃から、府中市政にご理解とご協力をいただき、厚くお礼を申しあげます。

　府中市では、市民や市民団体、企業等と行政が手を取り合い、より良いまちづくり

を進めていくために、協働（異なる主体が相互の立場や特性を認めつつ、対等の立

場で、共通する課題の解決や社会的目的の実現に向け、協力すること）の取組を

進めています。

　そこで、協働のまちづくりを一層推進するために、市民の皆様のお考えなどを

お伺いし、今後の協働のまちづくりの推進に向けた基礎資料として、具体的な施策

に反映させていくことを目的に調査を実施します。

　この調査の趣旨をおくみ取りいただき、ご協力くださいますようお願いいたします。

　 なお、調査票にご記入いただいた内容は、個人が特定されることはありません。

平成25年５月

あなたご自身のことについてお伺いします。

【回答にあたって】 
  
１ 調査期間 ５月２３日（木）から６月７日（金）まで 
 
２ 対象 市民、市内在勤・在学の方 
 
３ 記入方法 該当する□にチェック（✓）を記入してください。 
 
４ 回答方法 持参、郵送（〒183-8703市民協働推進本部市民活動支援課）、FAX
（３６５－３５９５）、E-mail（siminkyodo01@city.fuchu.tokyo.jp）、各施設への回
収箱へ 
※ 電子データでの回答を希望される方は、市ホームページより調査票をダウンロードし、 
期日までに当課メールアドレスへお送りください。 
  
【問合せ先】 
府中市市民協働推進本部市民活動支援課市民協働推進担当 
電話：０４２－３３５－４０３５ 
FAX：０４２－３６５－３５９５ 
E-mail：siminkyodo01@city.fuchu.tokyo.jp   
URL： http://www.city.fuchu.tokyo.jp 
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a １０歳代

b

c

d

a 市内在学

b

a

b

c

d
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性別

男性 b 女性

年代

e ５０歳代

２０歳代 f ６０歳代

３０歳代 g ７０歳代

４０歳代 h ８０歳以上

対象

市民 ｃ

市内在勤

職業

自営業 f 主婦・家事従事

会社員 g 学生

公務員 h 無職

団体職員 i その他（下の太枠内にご記入ください。）

パート・アルバイト

c 知らない

設問１

　あなたは「協働」という言葉を知っていますか。最も近いものを１つ選んでください。

回答 選択肢 回答 選択肢

a よく知っている

聞いたことはあるが意味はよくわからない

設問２

b

 
協働とは？ 

 
 

 「協働（コラボレーション）」とは、目的が一致する範囲で協力し合う関係をいい、とも
に足並みをそろえて協力し合う「共同（パートナーシップ）」とは意味が異なります。 
 平成１５年８月に策定した「府中市NPO・ボランティア活動及び協働の推進に関する指
針」では、次のとおり定義しています。 
 

「異なる主体が、相互の立場や特性を認めつつ、対等の立場で、共通する課題

の解決や社会的目的の実現に向け、協力すること」 



協働は必要だが、まちづくりは行政主導で進めることが望ましい

協働の意味や効果、範囲がわかりにくいので、なんともいえない

協働には手間や時間がかかるのであまりやりたくない

協働は特に必要とは思わない

その他（下の太枠内にご記入ください。）

福祉に関すること（高齢者福祉、障害者福祉、バリアフリーなど）

健康づくりに関すること（健康づくり、保健・医療、予防など）

文化や歴史に関すること（生涯学習、スポーツ、文化・芸術、伝統・祭りなど）

教育や子育てに関すること（地域における教育、子育て支援・相談など）

人権や平和に関すること（差別の解消、男女共同参画の推進など）

地球環境や生活環境に関すること（ごみ、緑化、自然環境、公害防止など）

暮らしの安全・安心に関すること（防犯、防災、交通安全など）

地域経済に関すること（産業振興、観光、消費生活、働く場所の確保など）

都市の開発や整備に関すること（駅周辺整備、公園、道路、バス、鉄道など）

地域活動や交流に関すること（コミュニティ活動、ボランティア、NPO活動など）

その他（下の太枠内にご記入ください。）

a 積極的に関わりたい

設問４

i

j

c

d

e

b 今後、充実していくことが望ましい

　市では、市民や市民団体、NPO、企業等（以下「市民等」という。）との協働によるま
ちづくりを進めたいと考えています。このことについてあなたの考えに最も近いものを
１つ選んでください。

回答 選択肢 回答 選択肢

f

g

設問３

　次の取組のうち、特に市民等と行政が協働で取り組むことが必要、あるいは有効な
のはどのような分野だと思いますか。（複数回答可）

回答 選択肢 回答 選択肢

g

f

h

k

a

b

ｃ

d

e



様々な活動団体やグループ間の交流ができる「場」や「機会」を設ける

市民、団体及びグループの活動に役立つ様々な情報を公開・提供する

市民、団体及びグループの活動に役立つ講座や研修会等を開催する

協働のまちづくりの活動に使える補助金や助成金を設ける

市民等が連携しながら、市民が自主的に取り組んでいく

市民、団体及びグループが、市の施策やまちづくりに関われる仕組みをつくる

　協働のまちづくりを進めるために、行政は具体的にどのようなことをすればよいと思い
ますか。（複数回答可）

回答 選択肢 回答 選択肢

a

b

ｃ

d

e

f その他（下の太枠内にご記入ください。）

設問５

　今後、協働を進め、よりよいまちづくりを推進していくために、市民と行政がどのように
取り組むことが重要だと思いますか。（複数回答可）

回答 選択肢

a 市民等の意見をよく聞いて、行政主導で進めていく

b 市民等の協力を得て、行政主導で進めていく

ｃ 市民等と行政が、それぞれ役割を分担し、お互い協力してまちづくりを進めていく

d 市民等が主体的に関わり、行政は情報提供などの支援を行う

e

f その他（下の太枠内にご記入ください。）

設問６

協働について、ご意見を自由にご記入ください。

ご協力ありがとうございました。


